
１
９
９
７
年
シ
ス
テ
ム
開
発
祖
業

２
０
１
３
年
の
Ｍ
＆
Ａ
が
転
機

デ
ィ
・
ア
イ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ・

Ｉ・Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
と
い
う
社

名
の
由
来
は
、Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ 

Ｉ

ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ 
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
の
略
で
、「
無
限
の
夢
を
創
造

す
る
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。「
無
限
の
夢
を
語
り
、
現

実
の
も
の
と
し
て
い
く
」、
そ
れ

を
提
供
す
る
こ
と
が
同
社
の
普
遍

的
価
値
観
だ
。

同
社
は
１
９
９
７
年
、
シ
ス
テ

ム
関
連
会
社
で
複
数
の
役
員
経
験

を
持
つ
長
田
光
博
氏（
現
会
長
）が
、

資
本
金
３
０
０
万
円
で
立
ち
上
げ

た
シ
ス
テ
ム
開
発
が
祖
業
だ
。
将

来
の
上
場
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、

技
術
・
開
発
力
を
武
器
と
し
て
同

社
は
愚
直
に
実
績
を
積
ん
で
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
顧
客
と
の
信
頼
を
獲

得
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
の
仕
事

か
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
、
そ

し
て
教
育
、
と
事
業
を
徐
々
に
横

展
開
し
て
い
っ
た
。

２
０
０
９
年
に
ヘ
ラ
ク
レ
ス

（
当
時
）上
場
寸
前
ま
で
い
っ
た
が
、

折
し
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
直

撃
。
業
績
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ

り
止
む
無
く
上
場
を
断
念
。
長
田

氏
は
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て

い
た
上
場
の
旗
を
降
ろ
そ
う
か
迷

っ
た
と
い
う
が
、
自
ら
は
も
ち
ろ

ん
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
た
め
に
、
旗
を
下
ろ
さ

ず
に
続
け
て
き
た
。

以
降
、
増
収
増
益
を
続
け
て
き

た
同
社
は
、
大
き
な
一
手
を
打
つ
。

２
０
１
３
年
５
月
、Ｉ
Ｔ
教
育
に

特
化
し
た
ア
ス
リ
ー
ブ
レ
イ
ン
ズ

を
子
会
社
化
し
た
の
だ
。
こ
れ
が

同
社
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
と
な

っ
た
。
以
前
も
同
社
は
自
前
で
Ｉ

Ｔ
研
修
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
少
し

ず
つ
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
の
初

め
て
の
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
、
事
業
領

域
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
の
だ
っ
た
。

同
社
に
と
っ
て
教
育
サ
ー
ビ
ス

の
売
上
高
は
、
現
在
で
も
全
売
上

高
比
率
と
し
て
は
１
割
程
度
で
は

あ
る
が
、
社
員
の
採
用
・
育
成
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

同
社
で
は
こ
の
５
年
間
で
平
均
53

人
の
新
卒
を
採
用
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
自
ら
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
事
業
自

体
も
ま
た
、
順
調
に
売
上
高
を
拡

大
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
、
挫
折
乗
り
越
え

念
願
の
上
場
を
果
た
す

２
０
１
８
年
10
月
、
同
社
は
晴

れ
て
東
京
証
券
取
引
所
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ

Ａ
Ｑ（
当
時
）
市
場
に
株
式
上
場

を
果
た
し
た
。
上
場
し
た
こ
と
で

新
規
案
件
、
元
請
け
案
件
の
獲
得

に
大
き
く
貢
献
。
問
い
合
わ
せ
件

数
も
増
加
し
、
上
場
後
の
Ｃ
Ａ
Ｇ

Ｒ
は
12
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

上
場
後
も
増
収
を
続
け
て
き
た

同
社
は
、東
証
の
市
場
再
編
に
伴
い
、

２
０
２
２
年
４
月
に
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
市
場
に
移
行
。
同
年
７
月
に
は
、

ウ
イ
ー
ズ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
株
式

を
取
得
し
た
。
こ
れ
は
同
社
に
と

っ
て
３
件
目
の
Ｍ
＆
Ａ
と
な
っ
た
。

金
融
系
に
強
み
の
あ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
製
品
（
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ 

Ｔ
ｒ
ａ

ｃ
ｅ
）
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、

更
に
業
域
を
拡
大
し
た
の
だ

っ
た
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
自

動
運
転
な
ど
Ｓ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス

の
領
域
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
、

高
度
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
同
社
で
は
今
後

も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術

全
て
対
応
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
育
て
、
企
業
の
課
題
解

決
を
実
現
す
る
技
術
者
集
団

と
し
て
、
更
な
る
成
長
を
目

指
し
て
い
る
。

「無限の夢を創造する」
社名に込められた普遍的価値を追求
ディ・アイ・システム（4421・スタンダード）

独自のビジネスモデルで存在感高める
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｓ
Ｉ
）業
域
で
、独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
確
立
し
て
い
る
デ
ィ・ア
イ・シ
ス
テ
ム
。１
９
９
７
年
に
長
田
光

博
現
会
長
以
下
４
人
で
立
ち
上
げ
た
同
社
は
、当
初
シ
ス
テ
ム
開
発
を

中
心
に
事
業
を
展
開
。そ
の
後
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、教
育
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
業
域
を
拡
大
し
て
き
た
。２
０
１
８
年
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ（
当
時
）

に
上
場
、現
在
で
は
従
業
員
７
４
０
人
強
の
企
業
規
模
へ
と
成
長
し

た
。
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株
主
優
待
制
度
を
新
設 

１
０
０
０
円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

同
社
は
2
0
2
4
年
9
月
期

よ
り
、
相
次
い
で
還
元
施
策
を
実

施
し
て
い
る
。

新
た
に
導
入
し
た
の
が
株

主
優
待
制
度
だ
。
決
算
月
で

あ
る
9
月
末
日
現
在
の
株
主

名
簿
に
記
載
、
ま
た
は
記
録

さ
れ
た
株
主
の
う
ち
、1

 
0
 0 

株
（
1
単
元
）
以
上
を
保
有

す
る
株
主
を
対
象
に
、Q
U
O

カ
ー
ド
1
0
0
0
円
分
を
進

呈
す
る
。

こ
れ
は
、
株
主
へ
の
日
頃

の
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、同
社
の
認
知
度
向
上
、個

人
投
資
家
の
取
引
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
。
同
社
株
式
へ
の
投
資
の

魅
力
を
高
め
、
よ
り
多
く
の

投
資
家
に
株
式
を
保
有
し
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

目
標
配
当
性
向
を
見
直
し 

連
結
配
当
性
向
30
％
～
35
％
に

同
社
は
ま
た
、
株
主
に
対

し
て
利
益
還
元
す
る
こ
と
を

経
営
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
認
識
。
将
来
の
事
業
展
開

と
経
営
体
質
強
化
の
た
め
に
必

要
な
内
部
留
保
を
確
保
す
る
一

方
で
、
長
期
的
で
安
定
し
た
配
当

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
配
当

方
針
の
基
本
と
し
て
い
る
。

こ
の
方
針
に
従
っ
て
、
同
年
度

に
行
っ
た
の
が
目
標
配
当
性
向
の

見
直
し
だ
。
年
間
1
株
当
た
り
の

配
当
金
額
に
つ
い
て
連
結
配
当

性
向
30
％
～
35
％
を
目
標
と
し

た
。
一
方
、
中
間
配
当
は
、
今
後
、

半
期
単
独
業
績
の
安
定
性
や
、
通

期
の
見
通
し
な
ど
に
基
づ
き
、
配

当
を
行
う
か
ど
う
か
を
慎
重
に

検
討
し
、
決
定
す
る
と
し
て
い
る
。

同
社
は
2
0
2
2
年
9
月
期

以
降
、
増
配
を
続
け
て
い
る
。
今

後
も
確
実
に
そ
の
レ
ン
ジ
に
入
る

か
た
ち
で
の
株
主
還
元
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
優
待
策
や
安
定
配

当
の
方
針
は
、
同
社
が
個
人
投
資

家
と
の
関
係
を
重
視
し
、
共
に
成

長
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
だ
。
I
T
人
材
不

足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
同
社
の

強
み
で
あ
る
教
育
事
業
は
社
会

的
な
存
在
意
義
を
増
し
て
お
り
、

中
長
期
的
な
成
長
が
見
込
ま
れ

る
事
業
基
盤
と
あ
わ
せ
て
、
個
人

投
資
家
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
投

資
先
と
し
て
認
知
度
を
高
め
て

い
き
た
い
と
い
う
。

同
社
は
今
後
も
、
経
営
の
透
明

性
や
株
主
と
の
対
話
を
重
視
し

な
が
ら
、
企
業
価
値
の
最
大
化
と

株
主
還
元
の
両
立
を
目
指
し
て

い
く
方
針
だ
。

Ｄ
Ｘ
支
援
か
ら
人
材
育
成
ま
で 

多
角
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

デ
ィ
・
ア
イ
・
シ
ス
テ
ム
は
、

企
業
の
I
T
課
題
を
総
合
的
に

解
決
す
る
体
制
を
強
み
と
す
る

独
立
系
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
タ
ー
企
業
。
シ
ス
テ
ム
開
発
や

イ
ン
フ
ラ
構
築
な
ど
を
手
が
け

る
ほ
か
、
自
社
グ
ル
ー
プ
製
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

販
売
・
導
入
も
対
応
。
さ
ら
に
、

I
T
／
D
X
人
材
育
成
に
注
力

し
、
未
経
験
者
の
研
修
か
ら
現
場

即
戦
力
の
育
成
ま
で
を
一
貫
し
て

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
こ
と
で
、
顧

客
の
業
務
効
率
化
と
コ
ス
ト
削

減
を
実
現
し
、
中
小
規
模
企
業
を

中
心
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

2
0
2
5
年
9
月
期
の
売
上

高
は
、
前
期
比
10
・
1
%
増
の
75

億
2
3
0
0
万
円
、
営
業
利
益
は

同
4
・
8
%
増
の
3
億
6
0
0
0

万
円
、
経
常
利
益
は
同
4
・
7
%

増
の
3
億
5
9
0
0
万
円
と
な

る
見
通
し
。

個人投資家への還元姿勢明確に
魅力ある投資先として認知度高める

シ
ス
テ
ム
開
発
や
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
を
主
力
と
す
る
デ
ィ
・
ア
イ
・

シ
ス
テ
ム
は
、
安
定
し
た
成
長
を
続
け
る
中
で
、
個
人
投
資
家
へ
の

還
元
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
同
社
は
「
持
続
的
な
企
業

価
値
向
上
」
と
、
そ
れ
に
伴
う
「
株
主
還
元
の
充
実
」
を
経
営
の
重

要
課
題
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
は
株
主
優
待
制
度
や

配
当
政
策
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

１
９
９
７
年
シ
ス
テ
ム
開
発
祖
業

２
０
１
３
年
の
Ｍ
＆
Ａ
が
転
機

デ
ィ
・
ア
イ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ・

Ｉ・Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
と
い
う
社

名
の
由
来
は
、Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ 

Ｉ

ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
の
略
で
、「
無
限
の
夢
を
創
造

す
る
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。「
無
限
の
夢
を
語
り
、
現

実
の
も
の
と
し
て
い
く
」、
そ
れ

を
提
供
す
る
こ
と
が
同
社
の
普
遍

的
価
値
観
だ
。

同
社
は
１
９
９
７
年
、
シ
ス
テ

ム
関
連
会
社
で
複
数
の
役
員
経
験

を
持
つ
長
田
光
博
氏（
現
会
長
）が
、

資
本
金
３
０
０
万
円
で
立
ち
上
げ

た
シ
ス
テ
ム
開
発
が
祖
業
だ
。
将

来
の
上
場
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、

技
術
・
開
発
力
を
武
器
と
し
て
同

社
は
愚
直
に
実
績
を
積
ん
で
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
顧
客
と
の
信
頼
を
獲

得
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
の
仕
事

か
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
、
そ

し
て
教
育
、
と
事
業
を
徐
々
に
横

展
開
し
て
い
っ
た
。

２
０
０
９
年
に
ヘ
ラ
ク
レ
ス

（
当
時
）上
場
寸
前
ま
で
い
っ
た
が
、

折
し
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
直

撃
。
業
績
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ

り
止
む
無
く
上
場
を
断
念
。
長
田

氏
は
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て

い
た
上
場
の
旗
を
降
ろ
そ
う
か
迷

っ
た
と
い
う
が
、
自
ら
は
も
ち
ろ

ん
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
た
め
に
、
旗
を
下
ろ
さ

ず
に
続
け
て
き
た
。

以
降
、
増
収
増
益
を
続
け
て
き

た
同
社
は
、
大
き
な
一
手
を
打
つ
。

２
０
１
３
年
５
月
、Ｉ
Ｔ
教
育
に

特
化
し
た
ア
ス
リ
ー
ブ
レ
イ
ン
ズ

を
子
会
社
化
し
た
の
だ
。
こ
れ
が

同
社
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
と
な

っ
た
。
以
前
も
同
社
は
自
前
で
Ｉ

Ｔ
研
修
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
少
し

ず
つ
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
の
初

め
て
の
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
、
事
業
領

域
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
の
だ
っ
た
。

同
社
に
と
っ
て
教
育
サ
ー
ビ
ス

の
売
上
高
は
、
現
在
で
も
全
売
上

高
比
率
と
し
て
は
１
割
程
度
で
は

あ
る
が
、
社
員
の
採
用
・
育
成
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

同
社
で
は
こ
の
５
年
間
で
平
均
53

人
の
新
卒
を
採
用
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
自
ら
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
事
業
自

体
も
ま
た
、
順
調
に
売
上
高
を
拡

大
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
、
挫
折
乗
り
越
え

念
願
の
上
場
を
果
た
す

２
０
１
８
年
10
月
、
同
社
は
晴

れ
て
東
京
証
券
取
引
所
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ

Ａ
Ｑ（
当
時
）
市
場
に
株
式
上
場

を
果
た
し
た
。
上
場
し
た
こ
と
で

新
規
案
件
、
元
請
け
案
件
の
獲
得

に
大
き
く
貢
献
。
問
い
合
わ
せ
件

数
も
増
加
し
、
上
場
後
の
Ｃ
Ａ
Ｇ

Ｒ
は
12
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

上
場
後
も
増
収
を
続
け
て
き
た

同
社
は
、東
証
の
市
場
再
編
に
伴
い
、

２
０
２
２
年
４
月
に
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
市
場
に
移
行
。
同
年
７
月
に
は
、

ウ
イ
ー
ズ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
株
式

を
取
得
し
た
。
こ
れ
は
同
社
に
と

っ
て
３
件
目
の
Ｍ
＆
Ａ
と
な
っ
た
。

金
融
系
に
強
み
の
あ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
製
品
（
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ 

Ｔ
ｒ
ａ

ｃ
ｅ
）
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、

更
に
業
域
を
拡
大
し
た
の
だ

っ
た
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
自

動
運
転
な
ど
Ｓ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス

の
領
域
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
、

高
度
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
同
社
で
は
今
後

も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術

全
て
対
応
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
育
て
、
企
業
の
課
題
解

決
を
実
現
す
る
技
術
者
集
団

と
し
て
、
更
な
る
成
長
を
目

指
し
て
い
る
。

「無限の夢を創造する」
社名に込められた普遍的価値を追求
ディ・アイ・システム（4421・スタンダード）

独自のビジネスモデルで存在感高める
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｓ
Ｉ
）業
域
で
、独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
確
立
し
て
い
る
デ
ィ・ア
イ・シ
ス
テ
ム
。１
９
９
７
年
に
長
田
光

博
現
会
長
以
下
４
人
で
立
ち
上
げ
た
同
社
は
、当
初
シ
ス
テ
ム
開
発
を

中
心
に
事
業
を
展
開
。そ
の
後
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、教
育
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
業
域
を
拡
大
し
て
き
た
。２
０
１
８
年
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ（
当
時
）

に
上
場
、現
在
で
は
従
業
員
７
４
０
人
強
の
企
業
規
模
へ
と
成
長
し

た
。
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教育サービスの研修風景
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上場記念に鐘を鳴らす長田会長（当時社長）


